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資料１



ウェルビーイングの取組の変遷

2024年度　（令和６年度） 202５年度　（令和７年度）

鈴木知事

就任

R6.５月

■先進地調査

　（富山県等）

■職員研修

　（企画職員）

■R6県民幸福度調査

■ウェルビーイング ウィーク

　 （知事新聞対談）

■総合計画(経営方針)に

　 ウェルビーイングを

　 位置付け

■職員研修

 ・幹部職員

 ・課長級職員

■第1回推進会議

■庁内体制

　 整備

(CWO設置）

■幸福度日本一に

　向けた政策パッケージ

　（R8予算編成方針）

■㈱PoliPoliとの

　連携協定

■企業による事業提案

■フィンランド現地調査

■R7県民
　 幸福度調査

■ウェルビーイング
　　サミット

■しずおかウェルビー

　 イングプラン策定

(静岡県総合計画）

しずおかウェルビーイングプラン職員研修

第１回ウェルビーイング推進会議

幸福度日本一に向けた政策テーマ

企業による事業提案

（企業ピッチ） PoliPol iとの連携協定

ウェルビーイングサミット

新しい県政ロゴマーク
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しずおか ウェルビーイングプラン

「ウェルビーイングの視点」を県政運営に取り入れた、「静岡県総合計画～しずおかウェルビーイングプラン～」を

策定（令和８年２月）

幸福度日本一の静岡県

県民一人ひとりの幸福実感を重視するウェルビーイン
グの視点を県政運営に取り入れ、県民が安心して幸せ
を実感できる静岡県を目指す。

従来の客観的な指標に、主観であるウェルビーイング
指標を加え、多角的に分析を行うことで、県民の目線
に立った政策立案を進める。

１ 目指す姿

２ 県民目線に立った政策立案

３ 政策体系と行政経営　

・７つの政策を、「未来を創る力」「豊かな暮らし」

 「県民の安心」の３つに分類。

・効率的で効果的な行政を展開し、各政策を下支えする。
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庁内理解の促進 （職員研修）

＜月　 日＞令和７年４月15日(火)

＜受講者＞ 幹部職員（本庁局長級以上）　約110名

＜内　 容＞ ＷＢの概要や指標を用いた政策デザイン

  Ｒ７ウェルビーイング指標活用研修

＜月　 日＞令和７年５月27日(火)、28日(水）

＜受講者＞ 関係課長等　約20名×２回

＜内　 容＞ ＷＢ指標を活用した政策立案手法

  Ｒ７幹部職員向けウェルビーイング研修

県庁内の理解促進と意識醸成のため、南雲岳彦氏（県フェロー）を講師に迎え、

ウェルビーイング（ＷＢ）に係る研修会を実施
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県民幸福度調査

県民アンケート調査を実施し、県民の幸福実感の現状を把握

デジタル庁の「地域幸福度（Well-Being）指標」を活用

　＜実施時期＞　令和７年１月
　＜調査対象＞　県内在住18歳以上の男女（5,000人）
　　　　　　　　　　　※有効回答率：4１.6％
　＜調査方法＞　郵送・インターネット　

今後も毎年度調査を実施し、経年変化を把握・分析

 令和６年度「幸福度に関する県民意識調査」
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【令和７年度調査】 　令和８年１月実施



政策立案への反映　　幸福度日本一に向けた政策パッケージ

令和８年度当初予算に向けて、多様な視点から事業を立案

〇 ウェルビーイング指標に基づく事業立案

〇 職員提案

〇 企業提案

・知事が指定した政策テーマについて、挑戦的な事業を立案

・県民の幸福実感を高める企業提案を募集し、事業立案につなげる

※民間プラットフォームを活用した「ウェルビーイング創出プロジェクト」

　（民間資金を活用した「ゼロ予算事業」）も実施

・県民幸福度の調査結果を踏まえ、幸福実感を高める事業を立案

　　幸福度日本一に向けた政策パッケージ　

　　　　ー政策立案プロセスの複層化ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※知事指示（R7.7）

6

・職員一人ひとりの柔軟な発想を活かした県政の課題解決につながる政策等の
　提案を募集



政策立案への反映②　　ウェルビーイング指標に基づく政策立案

・従来の客観的指標に加え、県民の幸福実感を重視した政策立案を展開

・ウェルビーイング指標の分析結果をもとに事業を立案

県民目線に立った

事業手法の見直し

多角的な視点から分析
• 県民の実感と客観的指標の関係
• 年代、性別、地域ごとの特徴　など

政策分野毎の

強み・弱み

統　計

ウェルビーイング指標 客観的指標

事業実績

など

新しい政策の立案
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政策立案への反映③　　企業提案

• ウェルビーイング指標の分析結果をもとにテーマ（行政課題）を設定し、
県内外の企業から事業アイデアを募集

• 選定企業が知事などに直接ピッチ形式でプレゼンテーションを実施

生涯学習の機会確保によ
り、「学びたいことを学べ
ない」をゼロに

教育機会の豊かさ

交通空白の解消

伊豆半島地域の防災意
識の向上

アンコンシャス・バイアスの
解消による地域活力の向上

東部地域の若者を対象と
した文化・芸術振興

県民をワクワクさせる娯楽
機会の創出

文化・芸術

移動・交通 遊び・娯楽

多様性と寛容性 自然災害

～募集テーマ（行政課題）～
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ウェルビーイングに関する連携協定

(株)PoliPoliとの連携協定

県民サービスの向上及び地域活性化を
図る連携協定を締結　（R7年６月17日）

　①基金を活用した実証実験等の
　　 支援

②県総合計画に関する意見募集
     及び施策提案

【連携事項】

ウェルビーイング推進をテーマに、
非営利団体等から事業提案を募集し、

「Policy Fund」を活用して実証を支援

R8政策分野指定型のテーマについて、
「PoliPoli Gov」を活用して

県民意見等を募集し、県に施策を提案
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事業創造　－第二創業の促進－
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移動・交通　－地域公共交通のリ・デザイン－
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地域活性化　－二地域居住の推進－
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子育て　－子育て応援機運の醸成－
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女性･若者活躍　－理系人材確保－
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多様性・寛容性　－インターカルチュラル社会－
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遊び・娯楽　－ｅスポーツの普及促進－
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